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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電動ドリルのドリルチャックに取り付け取り外しできる着脱手段が設けられたコイルバ
ネと、該コイルバネの他端部に、ドリルを加工面に垂直にスライド支持するための垂直ガ
イドが設けられ、該垂直ガイドは、加工面に対して平行に当接する円板状の回転板と、該
回転板の軸心部に垂直に設けられた、円筒状ドリルガイドとからなる電動ドリル用垂直器
。
【請求項２】
　前記の垂直ガイドは、円筒状ドリルガイドが着脱構造となっており、該円筒状ドリルガ
イドを取り換えて使用できることを特徴とする請求項１に記載の電動ドリル用垂直器。
【請求項３】
　前記の回転板は、加工面との当接面側に、複数の突起が設けられていることを特徴とす
る請求項１又は請求項２のいずれかの項に記載の電動ドリル用垂直器。
【請求項４】
　前記の回転板は、加工面との当接面側に、回転板の回転方向に走行自在な複数の車輪が
設けられていることを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれかの項に記載の電動ドリ
ル用垂直器。
【請求項５】
　前記の回転板は、その中心側と外周側とが互いに回動自在に連結されており、外周側の
底面が中心側より突出しており、加工面に対して外周側が当接することを特徴とする請求
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項１から請求項４までのいずれかの項に記載の電動ドリル用垂直器。
【請求項６】
　前記の円筒状ドリルガイドは、前記の回転板の軸心部に垂直に設けられた円筒状ガイド
部と、その下部にビスを誘導するための円筒状の誘導部が設けられており、該ビス誘導部
には、その側面にビス挿入口と、バネ材からなるパイプの下部が絞られ、切れ込みにより
先端が尖った形状となった誘導支持筒とが設けられていることを特徴とする請求項１から
請求項５までのいずれかの項に記載の電動ドリルドライバー用垂直器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、小型、軽量で容易に加工面に対してドリルを垂直状態に保持して作業を行う
ことができる電動ドリル用及び電動ドリルドライバー用の垂直器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　加工面に対して、垂直に穴あけを行うことは、非常に熟練のいるものであり、特に初心
者においては、思い通りに穴あけができないことも多く、加工面に対して垂直に穴あけを
簡単に行うための電動ドリル用の垂直器が各種使用されている。
【０００３】
　電動ドリルに水準器を取付けて、その水準器を確認しながら、加工面に対して垂直ある
いは水平に穴あけ作業などを行うことができるようにしたものもある。例えば、実開平６
－６６９０４号では、電動ドリルに、そのドリルの軸方向と、該軸方向に直交する方向の
水平を視認できる水準器を備えたものである。これらの水準器で加工面に対する垂直度を
確認しながら正確に穴あけ作業を行うことができる。
【０００４】
　また、電動ドリルを垂直に固定して上下動させる簡易スタンドなども使用されている。
例えば、実開平５－９８１１号では、当て板の上に支持軸を立設し、その支持軸にスプリ
ングで上下動する支持筒を取り付け、この支持筒に電動ドリルを固定したものであり、支
持筒とドリルが平行に上下動するように、支持筒の上部に突起を設け、この突起に係合す
る係合溝を電動ドリルの周面に刻設したものである。
【０００５】
　当て板を加工面に当接し、支持筒に取付けた電動ドリルを押し下げ、ドリルの先端が加
工面に当接した時点でスイッチをいれ、電動ドリルを押し下げながら穴あけ作業を行うこ
とで、加工面に垂直に穴をあけることができるものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　このように、電動ドリル用の垂直器は各種開発されているが、小型、軽量で、持ち運び
に便利でどこへでも持っていって使用できることが望まれている。また、使用状態におい
ては、加工面が作業しやすい床面だけではなく、垂直な壁面であったり、傾斜した面であ
ったり、天井面であったりする場合にも対応できることが必要である。
【０００７】
　上記の実開平６－６６９０４号では、水準器により加工面に対してドリルを垂直に保持
して穴開けを行うことはできるが、この場合にはあくまでも、加工面が水平あるいは垂直
である場合にのみその加工面に対して垂直に穴を開けることができるというものであり、
穴をあける材料を水平に置いた場合や、床面あるいは、垂直な壁面などには有効であるが
、加工面が傾斜している場合には、使用できない。
【０００８】
　また、上記の実開平５－９８１１号の場合には、支持軸とドリル軸とが同一軸線となっ
ておらず、当て板が加工面に対して平行にセットされたとしても、当て板と支持軸との誤
差、支持筒への電動ドリルの取り付け金具の誤差、取り付け金具と電ドリルとの誤差など
、多くの誤差を生じる可能性がある。
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【０００９】
　さらに、支持筒は、当て板の端部に取り付けられるため、当て板を加工面に正確に水平
に当接されているかどうかを見分けることは難しく、電動ドリルを上下動する際に、当て
板が傾斜してしまう可能性もある。このため、精度を高めるためには、当て板を大きくし
なければならない。
【００１０】
　また、電動ドリルを用いて、ビス止め作業などを行うことも多いが、上記のような電動
ドリル用の垂直器においては、ビスを手で押さえ、ドライバードリルの先をビスの頭部に
当てて作業することとなり、不慣れな場合には、ドリルの回転と同時にビスの軸心がずれ
てビスが曲がってねじ込まれてしまうことも多い。
【００１１】
　本発明は、上記のような問題点に鑑みてなされたものであり、小型、軽量であり、加工
面が傾斜した面においても、ドリルやビスを正確に該加工面に対して垂直に保持でき、狭
い場所や姿勢の悪い場所においても容易に作業が行える、作業性が良く、信頼性の高い電
動ドリル・電動ドリルドライバー用垂直器を提供することを課題とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、前記に示す課題を解決するために、電動ドリルのドリルチャックに固定する
ための固定手段が設けられたコイルバネと、該コイルバネの先端部に、ドリルを加工面に
垂直にスライド支持するための垂直ガイドが設けられ、該垂直ガイドは、加工面に対して
平行に当接する円板状の回転板と、該回転板の軸心部に垂直に設けられた、円筒状ドリル
ガイドとから構成した電動ドリル用垂直器としたものである。
【００１３】
　該コイルバネは、金属線を螺旋状に巻いたバネであり、軽い押圧力で伸縮するものであ
れば何れでも良く、その一端に電動ドリルのドリルチャックに固定するための固定手段が
設けられたものである。該固定手段は、ドリルチャックに固定できるものであればいずれ
でも良く、例えば、コイルバネの先端にビス止めが設けられたリングを取り付け、該リン
グをドリルチャックに被せて、ビスで固定できるようにしたものでも良い。
【００１４】
　該回転板は、平坦で一定の厚さを有する剛性の円板であり、その軸心部に円筒状ドリル
ガイドが設けられたものである。平坦で歪み難く、軽量な円板であることが望ましく、薄
い金属板や厚板の硬質樹脂板などでも良い。また、回転板の底面は、加工面との摩擦力を
軽減するために、樹脂シートや潤滑塗装などの被覆処理されたものでも良い。
【００１５】
　該円筒状ドリルガイドは、回転板に対して垂直に設けられた円筒状部材であり、該円筒
内部にドリルが挿通し、ドリルを円板に対して垂直に保持して上下動できるようにしたも
のである。ドリルの径に合わせた金属製パイプなどでも良い。
【００１６】
　また、本発明では、前記の垂直ガイドにおいて、円筒状ドリルガイドが着脱構造となっ
ており、該円筒状ドリルガイドを取り換えて使用できるようにしたものである。該円筒状
ドリルガイドは着脱できる構造であればいずれでも良く、例えば、前記のコイルバネとの
接続部にリング部材を設け、該リング部材と前記の回転板とで上下から円筒状ドリルガイ
ドを挟み込んで固定し、リング部材と回転板とを嵌め合わせやビス止めなどで連結接合で
きるようにしたものでも良い。
【００１７】
　また、本発明では、前記の回転板において、加工面との当接面側に、複数の突起を設け
たものである。該突起は、回転板が加工面との摩擦力を軽減するために設けられるもので
あり、回転板の底面が加工面に接触しない程度に突出しておれば良く、突端は球面状とな
っているものが好ましく、例えば、金属球や硬質樹脂球を複数個、固着したものでも良い
。また、突起部と加工面との間に潤滑カバーを設けて回転板がスムースに回転できるよう
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にしても良い。さらに、切りくずが潤滑カバーと回転板の隙間に入り込まないように、回
転板の上部全面を覆う円板状のカバーを設けても良い。
【００１８】
　また、本発明では、前記の回転板において、加工面との当接面側に、回転板の回転方向
に走行自在な複数の車輪を設けたものである。
【００１９】
　該車輪は、回転方向に正逆双方に走行できるものであればいずれでも良く、同一円周上
に３台以上設けることが好ましい。例えば、ドリル径より大きなリング部材の外周に車輪
の回転軸を放射状に取り付け、回転板の底面に設けた車輪軸受に車輪を軸支させたものな
どでも良い。
【００２０】
　また、本発明では、前記の回転板において、その中心側と外周側とを互いに回動自在に
連結し、外周側の底面を中心側より突出させ、加工面に対して外周側が当接するようにし
たものである。
【００２１】
　該回転板の中心側と外周側との回動手段は、回動自在であれば何れでもよいが、ころが
り軸受などが好ましい。該ころがり軸受は、ボールベアリングやローラーベアリングなど
を用いることができる。
【００２２】
　回転板の外周側の底面が中心側より突出していることにより、外周側が加工面に当接し
て固定され、中心側が回動自在となる。外周側の底面は、滑り止め処理されていても良い
。
【００２３】
　また、本発明では、前記の円筒状ドリルガイドにおいて、前記の回転板の軸心部に垂直
に設けられた円筒状ガイド部と、その下部にビスを誘導するための円筒状の誘導部が設け
られており、該ビス誘導部には、その側面にビス挿入口と、バネ材からなるパイプの下部
が絞られ、切れ込みにより先端が尖った形状となった誘導支持筒とが設けられているもの
で、ドライバードリルを用いた場合のビス止め用の円筒状ドライバーガイドである。
【００２４】
　該ビス挿入口は、円筒状の誘導部の側面に設けられ、ビスを挿入できる開口部である。
また、誘導支持筒は、その先端部が内部からバネ力に抗して押し開かれる構造となったも
のであり、前記のビス挿入口よりビスが挿入され、この誘導支持筒内に差し込まれ、ドラ
イバードリルにより上部から押圧され、該誘導支持筒の先端部を押し開いて送り出され、
加工面に略垂直にセットでき、ビスを垂直にねじ込むことができるようにしたものである
。
【００２５】
【発明の実施の形態】
　以下に、本発明による実施の形態を図面を用いて説明する。
【００２６】
図１は、本発明による電動ドリル用垂直器の一実施例を示す概略図であり、電動ドリルに
装着し、板材に対して垂直に穴あけ加工を行う状態を示したものである。
【００２７】
　この電動ドリル用垂直器１は、コイルバネ２と、垂直ガイド３が一体化された回転板４
が設けられている。該コイルバネ２の上部には、取り付けリング５が設けられており、電
動ドリル６のドリルチャック７にビス８で固定されている。
【００２８】
　該垂直ガイド３は、回転板４に垂直に開けられた軸心穴にドリル９が挿通されている。
穴あけ作業に際しては、穴あけ部材１０の加工面１１上に電動ドリル用垂直器１の回転板
４を平坦に当てて、電動ドリル６を押し下げ、コイルバネ２を収縮させて、ドリル９の先
端を加工面１１に当て、この状態で電動ドリル６のスイッチを入れる。



(5) JP 4605960 B2 2011.1.5

10

20

30

40

50

【００２９】
　ドリル９が回転するとともに、ドリルチャック７に取付けられた電動ドリル用垂直器１
全体が回転する。さらに電動ドリル６を押し下げることにより、コイルバネ２が収縮し、
ドリル９が垂直ガイド３に垂直に支持された状態で穴あけを行うことができる。
【００３０】
　該コイルバネ２は、上部のコイル径が大きく、下部のコイル径が小さくなっており、収
縮時には、順次、大きなコイル部の中側に小さなコイル部が収まるようにして収縮する。
【００３１】
　ドリル９軸線と、電動ドリル用垂直器の軸心とが同一軸心となるため、ドリル９の押し
下げ動作により、軸心がずれてドリルが傾く心配はない。また、ドリル９の垂直度の確認
は、回転板４の回転状態により容易に視認できる。すなわち、加工面１１に回転板４が平
行状態であると、回転板４はスムースに回転し、平行状態からずれると、回転状態が不安
定となる。
【００３２】
　穴あけが完了し、スイッチをオフとし、電動ドリル６の押圧力を緩めると、コイルバネ
の復元力により伸張して、ドリル９は、元の状態に回復する。
【００３３】
　特開平５－９８１１号などに示すドリルスタンドのように、ドリルの垂直度を高めるた
めに、当て板を大きくする必要はないので、回転板４は、電動ドリル６本体よりも小さく
でき、狭い場所でも使用できる。また、電動ドリル用垂直器１全体の重量も、１ｋｇ以下
となり、非常に軽量であるため、天井部への穴あけ作業など、作業条件の悪い場所での穴
あけ作業も楽に行うことができる。
【００３４】
　また、ドリル９に磁石製の小さなコイルを被せてドリルチャック７に磁着させておくと
、電動ドリル６を押し下げ過ぎてドリルチャック７が垂直ガイド３の頭部に当り損傷する
ことを防止できる。
【００３５】
　図２は、本発明による電動ドリル用垂直器において、垂直ガイドが着脱構造の円筒状ド
リルガイドとした実施例を示す図である。
【００３６】
　（１）は、径の大きなドリル９ａ用の円筒状ドリルガイド３ａを取付けた例であり、（
２）は径の小さなドリル９ｂ用の円筒状ドリルガイド３ｂを取付けた例である。（３）は
、円筒状ドリルガイド３ａ、３ｂを取付けた係合リング２１を回転板２２の係合部２２ａ
に取付ける状態を示す図である。
【００３７】
　コイルバネ２の下端部に係合リング２１が設けられており、該係合リング２１に鍔付き
の円筒状ドリルガイド３ａ、３ｂが下部側から嵌め込まれている。この円筒状ドリルガイ
ド３ａ、３ｂが嵌め込まれた係合リング２１が回転板２２に上部より嵌め込まれて固着さ
れるようになっている。
【００３８】
　（３）に示すように、係合リング２１の突起部２１ａを係合溝２２ｂが設けられた回転
板２２の係合部２２ａに嵌め合わせ、及び分離させることにより、円筒状ドリルガイド３
ａ、３ｂを着脱し、ドリル径に合わせて取り換えることができる。
【００３９】
　図３は、本発明による電動ドリル用垂直器の他の実施例を示す図であり、回転板の底面
に突起が設けられたものであり、（１）は側面図を示し、（２）は底面図を示す。
【００４０】
　この回転板３１は、下面の同一円周上に等間隔に４つの突起３２が設けられている。該
突起３２は、金属製突起を接着剤で強固に接着したものである。該回転板３１の係合部３
１ａを前記の係合リング２１に嵌め合わせて取付ける。
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【００４１】
　穴あけ時には、回転板３１が回転するが、加工部材１０の加工面１１との接触部が４つ
の突起３２の先端部となるため、摩擦力が軽減され、回転板３１の回転がスムースとなる
。突起部による加工面の損傷や摩擦力を軽減するために、突起と加工面との間に金属板や
樹脂板などによる潤滑カバーを設けても良い。さらに、切りくずが潤滑カバーと回転板と
の隙間に入り込まないように、回転板の上部全面を覆う円板状の防塵カバーを設けても良
い。
【００４２】
　図４は、本発明による電動ドリル用垂直器のさらに他の実施例を示す図であり、回転板
の底面に回転方向に走行する車輪を設けたものである。（１）は、側部断面図であり、（
２）は底面図である。
【００４３】
　該回転板４１は、底面の同一円周上の４箇所に軸受４２が設けられており、各軸受４２
に車輪４３が位置するように車軸４４が軸支され、各車軸４４は、リング状の車軸固定台
４５の外周部に放射状に固定されている。該車軸固定台４５は、回転板４１の軸心穴４１
ｂの径より大きなリング部材となっている。
【００４４】
　また、該回転板４１の底面外周部は、下方に突出する淵部４１ａが設けられている。該
回転板４１は、係合部４１ｃを前記の係合リング２１にはめ合わせて取付ける。
【００４５】
　このように、回転板４１に車輪４３が設けられているため、穴あけ時には、回転板４１
がスムースに回転し、回転の負荷が軽減され、スムースに穴あけ作業が行える。また、回
転板４１の外周部には、淵部４１ａが設けられているため、外部から切りくずが侵入して
車輪４３の走行が妨げられることはない。
【００４６】
　図５は、本発明による電動ドリル用垂直器のさらに他の実施例を示す図であり、回転板
の中心部と外周部とが互いに回動できる構造となっているものであり、（１）は、その側
部断面図であり、（２）は、底面図である。
【００４７】
　この回転板は、中心部の回転板本体５１ａと外周部の回転板支持台５１ｂとに分割され
ており、ボールベアリング５１ｃによるころがり軸受けで連結されている。該回転板支持
台５１ｂは、低部に脚部５１ｅが突出しており、加工部材１０の加工面１１に当接して固
定される。
【００４８】
　該回転板は、その係合部５１ｄにより、前記の係合リング２１にはめ合わせて取付けら
れる。
【００４９】
　穴あけに際しては、回転板支持台５１ｂの脚部５１ｅを加工面に押し当てて固定し、ド
リル９とともに回転板本体５１ａが回転する。ボールベアリング５１ｃが用いられている
ため、回転は非常にスムースであり、回転板支持台５１ｂにより、確実に加工面１１に当
接しており、ドリル９は正確に垂直が保たれて穴あけできる。
【００５０】
　図６は、本発明による電動ドリル用垂直器のドライバードリル用ドライバーガイドの実
施例を示すものであり、（１）は、縦断面図を示し、（２）は、誘導支持筒６８を示し、
（３）は、ビス挿入扉６６を示す図である。
【００５１】
　該ドライバードリル用ドライバーガイド６０は、回転板６１と一体化されており、上部
にコイルバネ２の係合リング２１に係合する係合部６２が設けられている。
【００５２】
　該係合部６２の下部にドライバーガイド部６３が設けられ、その下部にビス誘導部６４
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が設けられ、さらにその下部に回転板６１が設けられた構成となっている。
【００５３】
　該ビス誘導部６４は、側壁部にビス挿入口６５が設けられ、その外周部に（３）に示す
ような樹脂製の扉片６７を複数設けたビス挿入扉６６が嵌め込まれて取付けられており、
該ビス挿入口６５の下部側には、誘導支持筒６８が内設されている。
【００５４】
　該誘導支持筒６８は、（２）に示すように、バネ材からなるパイプの下部側に切れ込み
を切設し、先端を絞って尖らせた形状としたものである。
【００５５】
　このような構成において、電動ドリル６にドライバー７０を取り付け、前記のコイルバ
ネ２をドリルチャックに取り付け、コイルバネ２の係合リング２１に係合部６２にはめ合
わせてドライバーガイド６０を接合する。
【００５６】
　次にビス６９をビス挿入口６５より挿入する。このとき、ビス挿入扉６６の扉片６７を
押し開いてビスを挿入する。扉片６７は、ビスの挿入後は、復元し、扉片６７は閉まる。
ビス６９は、誘導支持筒６８内部に収まる。
【００５７】
　ここで電動ドリル６を押し下げると、コイルバネ２が収縮し、ドライバー７０がドライ
バーガイド６３を挿通して誘導支持筒６８内のビス６９の頭部に押し当たる。さらに押し
下げ、ビス６９は誘導支持筒６８の先端を押し広げて下降する。このとき、ビス６９は、
バネ材の弾性力により、垂直に支持され、その先端が加工面１１まで到達する。
【００５８】
　ここで電動ドリル６のスイッチを入れると、ビス６９は垂直に支持された状態で加工部
材１０にねじ込まれ、容易にビス止め作業を行うことができる。
【００５９】
　本実施例では、回転板６１とドライバーガイド６０は一体化されているが、着脱構造と
しても良い。
【００６０】
【発明の効果】
　以上、詳細に説明した本発明では、以下に示すような効果がある。
【００６１】
１）垂直ガイドをコイルバネと連結してドリルチャックに固定することにより、ガイドと
ドリルの回転軸を同一軸とすることができ、電動ドリルの上下動による軸ズレがまったく
なく、上下動作がスムースであり、ドリルへの負担もなく、ドリルが折れて破損するよう
なこともなくなる。
【００６２】
２）円筒状ドリルガイドと回転板を用いることにより、加工面に対して、簡単、確実にド
リルを垂直に保持して穴あけすることができる。
【００６３】
３）構造が簡単であり、部材が少なく軽量であり、作業性の悪い場所でも楽に扱える。
【００６４】
４）当て板となる回転板は電動ドリルよりも小さくでき、非常に小型であり、狭い場所で
も楽に作業できる。
【００６５】
５）ドリルガイドを着脱式とすることにより、ドリルのサイズに合わせたドリルガイドを
簡単取り換えて使用することができる。
【００６６】
６）回転板の底面に複数の突起や車輪を設けることにより、回転板がスムースに回転し、
電動ドリルへの負荷を減少できる。
【００６７】
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７）回転板を中心側と外周側とで互いに回動できる構造とすることにより、回転板の中心
を回転させ、外周部を加工面に当接させ固定できるので、より正確に垂直度を保持した状
態で穴あけできる。
【００６８】
８）ドリルガイドにビス誘導部を設け、誘導支持筒を設けることにより、ドライバードリ
ルを用いて、ビスを垂直に支持した状態で加工面に確実にねじ込むことができる。
【００６９】
９）ドリルチャックに着脱できる構造であるため、専用の取り付け器具を必要とせず、ほ
とんどの電動ドリルドライバーに容易に装着して使用することができる。
【００７０】
　このように、本発明によれば、小型、軽量であり、加工面が傾斜した面においても、ド
リルやビスを正確に該加工面に対して垂直に保持でき、狭い場所や姿勢の悪い場所におい
ても容易に作業が行える、作業性が良く、信頼性の高い電動ドリル用垂直器を実現できる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による電動ドリル用垂直器の実施例を示す図である。
【図２】　本発明による電動ドリル用垂直器のドリルガイドの着脱構造の実施例を示す図
である。
【図３】　本発明による電動ドリル用垂直器の突起付き回転板の実施例を示す図である。
【図４】　本発明による電動ドリル用垂直器の車輪付き回転板の実施例を示す図である。
【図５】　本発明による電動ドリル用垂直器の外周部固定式回転板の実施例を示す図であ
る。
【図６】　本発明による電動ドリル用垂直器のドライバードリル用ドライバーガイドの実
施例を示す図である。
【符号の説明】
１　　電動ドリル用垂直器
３　　垂直ガイド
３ａ、３ｂ　　円筒状ドリルガイド
４　　回転板
２１　係合リング
２１ａ　突起部
２２　回転板
２２ａ　係合部
２２ｂ　係合溝
３１　回転板（突起付き）
３２　突起
４１　回転板（車輪付き）
４１ａ　淵部
５１ａ　回転板本体
５１ｂ　回転板支持台
５１ｃ　ボールベアリング
５１ｅ　脚部
６０　ドライバーガイド
６１　回転板
６２　係合部
６３　ドリルガイド部
６４　ビス誘導部
６５　ビス挿入口
６６　ビス挿入扉
６７　扉片
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６８　誘導支持筒
６９　ビス
７０　ドライバー

【図１】 【図２】



(10) JP 4605960 B2 2011.1.5

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(11) JP 4605960 B2 2011.1.5

10

フロントページの続き

(56)参考文献  実開平０３－０１５００７（ＪＰ，Ｕ）
              特開昭５１－１２２８８７（ＪＰ，Ａ）
              実公昭５０－０３７０９６（ＪＰ，Ｙ１）
              実開昭６１－１５９１７２（ＪＰ，Ｕ）
              実開平０１－１１０００５（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５２－０５０３７９（ＪＰ，Ｕ）
              特開２００２－３０１６６８（ＪＰ，Ａ）
              実開平０３－０７１８６４（ＪＰ，Ｕ）
              実開昭５０－０６１４９９（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B23B 45/14
              B25B 21/00,23/10


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

